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報道関係者 各位 

 

千葉県最低賃金を時間額「984 円」に引き上げ 

        -効力発生日は令和 4 年 10 月 1 日- 

 

 千葉労働局長（局長：江原由明）は、千葉県最低賃金を 31 円引き上げ、時間額 984

円に改正することを決定し、本日官報公示しました。 

 

１ 本年７月 12 日、千葉労働局長から千葉地方最低賃金審議会（会長：大澤克之助）

に、千葉県最低賃金（地域別最低賃金）の改正について、諮問を行いました。 

  同審議会は、審議の結果、８月５日に、①現行の時間額 953 円を 31 円引き上げ

て 984 円に改正する（引上げ率 3.25％）、②効力発生日（発効日）を令和４年 10

月１日とすることなどを内容とする答申を千葉労働局長に行いました。 

  これを受けて、千葉労働局長は、答申内容の公示等所要の手続を経て、千葉県最

低賃金を時間額 984 円に改正することを決定し、本日官報公示しました。効力発生

日は令和４年 10 月１日です。 

 

２ 厚生労働省では、事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）の引き上げを図る中

小企業・小規模事業者の生産性向上に向けた取り組みを支援するための「業務改善助成金」

制度※１の活用を推進していますが、９月１日から制度の拡充を行います。  

原材料費高騰等の要因で利益率※２が減少した中小企業・小規模事業者を特例の対象とし、

これらの事業者の設備投資等に対する助成範囲の拡大、事業場内最低賃金が低い事業者に

対する助成率の引上げなどの支援拡充を図ります。  

詳細は、後述の【拡充のポイント】とリーフレットをご覧ください。  

１の照会先 
  千葉労働局労働基準部賃金室 
   室長    庄司 淳 
   室長補佐  坂本 知穂 

（電話）０４３－２２１－２３２８ 
２の照会先 
  千葉労働局雇用環境・均等室  
   雇用環境改善・均等推進監理官 
         堀江 昌生 
   室長補佐  竹中 広治郎 
  （電話）０４３－３０６－１８６０ 

厚生労働省 

千葉労働

局 

千葉労働局 

千葉労働局 

Press Release 

千葉労働局発表 

令和４年９月１日 
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※１  この制度では、事業場内最低賃金を一定額以上引き上げ、生産性を向上するための設備投資など 

を行う中小企業・小規模事業者の皆さまにその設備投資などに要した費用の一部を助成していま 

す。  

※２  売上高総利益率または売上高営業利益率（申請前３か月のうちの任意の１月における総利益また 

は営業利益の金額を売上高で除した率）  

  

 

 

 

【拡充のポイント】  

 

＜通常コース＞ 詳細は別添１のリーフレット（青色）をご覧ください。  

 

■特例（※）の対象事業者および対象経費の拡充  

※ 通常コースは、①事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が 30 円以内、②規模 100 人以下の中小事

業者が、生産性向上のための設備投資等により賃上げを行う場合、引上げ額及び引き上げる労働者数ご

とに決められた助成上限額の範囲で助成を行う制度です。新型コロナウイルス感染症の影響により売上

高が減少している事業者に対しては、助成対象経費が拡大される特例が設けられています。  

（ａ）「原材料費の高騰など社会的・経済的環境の変化等外的要因により利益率が前年同月に比べ

３％ポイント以上低下した事業者」を、特例の対象事業者に追加  

（ｂ）特例の対象事業者となる「新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が減少している

事業者」の売上減少幅を、30％から「15％」に要件緩和 

併せて、売上高の比較対象期間を２年前まで→３年前までに変更  

（ｃ）（ａ）または（ｂ）のいずれかを満たす事業者は、賃金引き上げ労働者数 10 人以上の助成上 

限額区分を利用可能  

（ｄ）特例で助成対象経費となる自動車の要件を、「定員 11 人以上」から「定員７人以上又は車両  

    本体価格 200 万円以下」に緩和  
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＜特例コース＞ 詳細は別添２のリーフレット（オレンジ色）をご覧ください。  

 

■申請期限・賃上げ対象期間の延長  

申請期限：  

［令和４年７月 29 日まで］を、［令和５年１月 31 日まで］に延長  

賃上げ対象期間：  

      令和３年７月 16日から［令和３年 12月 31 日まで］を、［令和４年 12 月 31 日まで］に延長 

  

■対象となる事業者の拡大・助成対象経費の拡大 

対象となる事業者の拡大：  

（ａ）「原材料費の高騰など社会的・経済的環境変化等外的要因により利益率が前年同月に比べ 

５％ポイント以上低下した事業者」を助成対象事業者に追加  

（ｂ）「新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が 30%以上減少した事業者」の売上高 

等の比較対象期間を、令和３年４月から［令和３年 12 月まで］を［令和４年 12 月まで］に 

見直し。併せて、売上高の比較対象期間を２年前まで→３年前までに変更  

助成対象経費の拡大：    

   助成対象経費となる自動車の要件を「定員 11 人以上」から「定員７人以上又は車両本体価格

200 万円以下」に緩和  

 

【助成金制度の詳細はこちら】  

 業務改善助成金：中小企業・小規模事業者の生産性向上のための取組を支援  

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zig 

yonushi/shienjigyou/03.html  

業務改善助成金（特例コース）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zi 

gyonushi/shienjigyou/03_00026.html 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03_00026.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03_00026.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03_00026.html
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３ 千葉労働局委託事業として、様々な経営・労務管理に関する課題に対して、ワン・

ストップで無料相談ができる「千葉働き方改革推進支援センター」（電話０１２０－１

７４－８６４・別添３のリーフレットをご覧ください）を設置しています。 

同センターでは、最低賃金の引上げで影響を受ける中小企業への支援として、生

産性向上に向けた取組や、上記助成金を含めた申請の相談等を行っています。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜参考１：最低賃金について＞ 

○ 千葉県最低賃金について 

  地域別最低賃金である千葉県最低賃金は、産業、職種、常用・臨時・パート等の属性、

年齢等にかかわりなく、千葉県内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用され

ます。千葉県最低賃金額以上の賃金を支払わない使用者は、最低賃金法第４条違反として

罰則（５０万円以下の罰金）の対象となります。 

派遣中の労働者については、派遣先の事業場に適用される最低賃金が適用されます。 

 

〇 特定最低賃金について 

  特定最低賃金は、地域別最低賃金とは別に、関係労使の申出に基づき最低賃金審

議会の調査審議を経て、同審議会が地域別最低賃金よりも金額水準の高い最低賃金

を定めることが必要であると認めた業種に設定されます。 

  千葉県においては、現在、７つの業種について設定がなされていますが、千葉県

最低賃金額よりも高いものは、「鉄鋼業」と「電子部品・デバイス・電子回路、電

気機械器具、情報通信機械器具製造業」の２業種となっております。ただし「電子

部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」については、

令和４年 10 月 1 日効力発生の千葉県最低賃金の改正により特定最低賃金を千葉県

最低賃金が上回るため、同日以降は千葉県最低賃金の適用となります。 

 

○ 最低賃金に算入されない賃金 

 ① 精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 

 ② 臨時に支払われる賃金（結婚手当など） 

 ③ １か月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞与など） 

 ④ 時間外労働、休日労働及び深夜労働の手当 

 

＜参考２：最近５年間の千葉県最低賃金の改正状況＞ 

 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

最低時間額 ８９５円 ９２３円 ９２５円 ９５３円 ９８４円 

引上げ額 ２７円 ２８円     ２円 ２８円 ３１円 

対前年度引上げ率 ３.１１％ ３.１３％ ０.２２％ ３.０３％ ３.２５％ 

 

〇 最低賃金が時間額に一本化された平成 14 年度以降の引上げ最高額は、今年度の

31 円（引上げ率 3.25％）であり、次いで令和元年度の 28 円（引上げ率 3.13％）

と令和３年度の 28 円（同 3.02％）となっています。 
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〇 平成元年度以降の千葉県の最低賃金の推移については、別表のとおりです。 



※「生産性」とは、企業の決算書類から算出した労働者１人当たりの付加

価値を指します。助成金の支給申請時の直近の決算書類に基づく生産性

と、その３年度前の決算書類に基づく生産性を比較し、伸び率が一定水

準を超えている場合等に、加算して支給されます。

事業場内最低賃金920円未満の事業場も賃

金引き上げ労働者数10人以上の助成上限

額区分を利用できます。

(a) 特例対象事業者の追加

「原材料費の高騰など社会的・経済的環境の変化等外的要因に

より利益率※が前年同月に比べ３%ポイント以上低下した事業

者」を特例の対象事業者に追加します。

※売上高総利益率または売上高営業利益率（申請前３か月のうちの任意の1か月の

総利益または営業利益の金額を売上高で除した率）

(b) 売上高等が減少している

事業者の要件緩和

「新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が減少して

いる事業者」の要件を緩和します。

・売り上げ減少幅 ：「30％」→「15％」

・売上高の比較対象期間：「2年前まで」→「3年前まで」

(c) 助成上限区分の緩和
(a)(b)いずれかの要件を満たす事業者は賃金引き上げ労働者数

10人以上の助成上限額区分を利用できます。

(d) 助成対象経費の要件緩和

特例で助成対象経費となる自動車の要件を緩和します。

「定員11人以上」→「定員7人以上又は車両本体価格200万

円以下」

事業場内最低
賃金

助 成 率
生産性※要件を
満たした事業者

の助成率

9 2 0円以上 3/4 4/5

8 7 0円以上
9 2 0円未満

4/5 9/10

8 7 0円未満 9/10

交付申請書・事業実施計画

などを事業場所在地を管轄

する都道府県労働局に提出

交付決定後、提出

した計画に沿って

事業実施

労働局に事業実施

結果を報告

助成金支給までの流れ

審査・
交付決定

支
給

業務改善助成金（通常コース）のご案内別添１

「原材料高騰により利益が減少した事業者」への特例拡大など制度が充実します

業務改善助成金（通常コース）は、事業場内で最も低い賃金（事業場内最低賃金）の引き上げ、設備投

資等を行った中小企業・小規模事業者等に、その費用の一部を助成する制度です。新型コロナウイルス

感染症の影響により売上高が減少している事業者に対しては、助成対象経費が拡大される特例が設けら

れています。

審査

２．最低賃金が低い事業者への助成率が引き上げられます

１．原材料高騰等の要因により利益が減少した事業者に特例が適用されます

新型コロナの影響で売上高等が減少した事業者が特例を受けやすくなります

拡充のポイント

事業内最低賃金

引き上げ

原材料費の高騰などで利益が減少した事業者に、特例を適用するなど、拡充を行いましたので、ぜひご

活用ください。

設備投資等
機械設備、コンサルティング

導入、人材育成・教育訓練

費用の一部

を助成

事業場内最低
賃金

助 成 率
生産性※要件を
満たした事業者

の助成率

９００円以上 3/4 4/5

９００円未満 4/5 9/10



※申請期限：令和５年１月31日

コース区分 引き上げ額 引き上げる労働者数 助成上限額 助成対象事業場

3 0 円コース 30円以上

１人 ３０万円

以下の要件を両方満
たす事業場

• 事業場内最低賃金
と地域別最低賃金
の差額が30円以内

• 事業場規模100人
以下

２～３人 ５０万円

４～６人 ７０万円

７人以上 １００万円

10人以上※ １２０万円

4 5 円コース 45円以上

１人 45万円

２～３人 70万円

４～６人 100万円

７人以上 150万円

10人以上※ 1 8 0万円

6 0 円コース 60円以上

１人 60万円

２～３人 90万円

４～６人 150万円

７人以上 230万円

10人以上※ 3 0 0万円

9 0 円コース 90円以上

１人 90万円

２～３人 150万円

４～６人 270万円

７人以上 450万円

10人以上※ 6 0 0万円

働き方改革推進支援資金

日本政策金融公庫では、事業場内最低賃金の引き上げに取り組む方に、設備資金や

運転資金の融資を行っています。

詳しくは、事業場がある都道府県の日本政策金融公庫の窓口にお問い合わせください。

• 過去に業務改善助成金を活用した事業者も助成対象となります。

• 予算の範囲内で交付するため、申請期間内に募集を終了する場合があります。

• 事業完了の期限は、令和５（2023）年３月31日です。

日本政策金融公庫
店舗検索ページ

（R4.９.１）

※ 10人以上の上限額区分は、以下の①、②または③のいずれかに該当する事業場が対象となります。

①賃金要件：事業場内最低賃金920円未満の事業場

②生産量要件：

売上高や生産量などの事業活動を示す指標の直近３か月間の月平均値が前年、前々年または３年前の同じ月に比べて、

15％以上減少している事業者

③物価高騰等要件：

原材料費の高騰など社会的・経済的環境の変化等の外的要因により、申請前３か月間のうち任意の１月の利益率が

３％ポイント以上低下している事業者

各コースの概要

注意事項

交付申請書等の提出先は管轄の都道府県労働局 雇用環境・均等部（室）です

業務改善助成金についてご不明な点は、下記のコールセンターまでお問い合わせください。

業務改善助成金コールセンター

電話番号：0 1 2 0 - 3 66 - 4 40（受付時間 平日 8:30～17:15）

その他詳細は厚生労働省ウェブサイトをご覧ください 業務改善助成金 検 索

お問い合わせ



業務改善助成金（特例コース）のご案内 別添2

対象期間延長とともに

「原材料高騰により利益が減少した事業者」も助成対象になりました

• 申請日までに賃金の引き上げを完了している必要があります。

• 賃金引き上げ額が30円に満たない場合でも、申請時までに遡って追加の引き上げを行い、その差額が支払われた

場合は30円以上の引き上げがされたものとして取り扱います。

 就業規則等で、引き上げ後の賃金額を事業場の労働者の下限の賃金額とすることを定め、引き上げ後

の賃金額を支払っていること

就業規則等がない場合は､「労働者の下限の賃金額についての申出書」の提出でも認められます。

 生産性向上等に役立つ設備投資等を行い、その費用を支払うこと
生産性向上に役立つ設備投資等を行う取り組みに関連する費用として、業務改善計画に計上された経費（関

連する経費）がある場合は、その費用も支払う必要があります。

以下の要件をいずれも満たす必要があります。

１．申請期限と賃上げ対象期間を延長します

２．対象となる事業者を拡大し、助成率も引き上げます

『業務改善助成金特例コース』は、新型コロナウイルス感染症の影響により売上高等が30%以上減少し

た中小企業事業者等を支援する助成金です。

対象期間と申請期限を延長し、原材料費の高騰などで利益率が５％ポイント以上低下した事業者を対象

に追加するなどの拡充を行いましたので、ぜひご活用ください。

変 更 前 変 更 後

申請期限 令和４年７月29日まで 令和５年１月31日まで

賃 上 げ

対象期間

令和３年7月16日から

令和３年12月31日まで

令和３年７月16日から

令和４年12月31日まで

支給要件

 以下の①または②のいずれかを満たす事業者であること

① 新型コロナウイルス感染症の影響で、売上高または生産量等を示す指標が、比較対象期間より30％以上

減少している事業者

・比較する売上高等の生産指標：令和３年４月～令和４年12月の間の連続した任意の3か月間の平均値

・比較対象期間：前年、前々年または３年前の同期

② 原材料費の高騰など社会的・経済的環境変化等外的要因により令和３年４月から令和４年12月のうち

任意の１月における利益率が５％ポイント以上低下した事業者

 令和３年７月16日から令和４年12月31日までの間に、事業場内最低賃金を30円以上引き上げること

引き上げ前の事業場内最低賃金と地域別最低賃金の差額が30円以内の事業者に限ります。

以下の要件をいずれも満たす必要があります。対象となる事業者（事業場）

助成対象事業者

の追加

「原材料費の高騰など社会的・経済的環境変化等外的要因により利益率※が前

年同月に比べ５％ポイント以上低下した事業者」を追加します。

※売上高総利益率または売上高営業利益率（令和３年４月から令和４年12月のうち、任意

の１か月の総利益または営業利益の金額を売上高で除した率）

売上高等の

比較対象期間

見直し

売上高等が30%以上減少した事業者の売上高等の比較対象期間を見直します。

見直し前：令和３年４月から［令和３年12月まで］

見直し後：令和３年４月から［令和４年12月まで］
※比較対象期間を２年前まで→３年前までに変更

助成率の

引き上げ
【一律3/4】を､事業場内最低賃金額が920円未満の事業者は【4/5】に
引き上げます。

拡充のポイント



（R4.９.１）

引き上げる
労働者数

上 限 額

1人 3 0 万円

2人～3人 5 0 万円

4人～6人 7 0 万円

7人以上 1 0 0 万円

助成金の要綱・要領や、申請書の様式、記載例等はウェブサイトからダウンロードできます。

特例コースの概要

[参考]

日本政策金融公庫では､事業場内最低賃金の引

き上げに取り組む方に対して、設備資金や運転

資金の融資を行っています。

詳しくは、事業場がある都道府県の日本政策金

融公庫の窓口にお問い合わせください。

担当部署：

各都道府県日本政策金融公庫

交付申請書等の提出先は管轄の都道府県労働局 雇用環境・均等部（室）です

助成額・助成率

助成額 最大100万円 ※ 対象経費の合計額×助成率

助成率

事業場内最低賃金により異なります。

920円未満：４／５

920円以上：３／４

A 生産向上等に資する

設備投資等

機械設備※１、コンサルティング導入、人材育成・教育訓練など

※１：PC、スマホ、タブレットの新規購入、乗車定員７人以上又は車両

本体価格200万円以下の自動車なども対象（自動車は乗車定員

11人以上から拡充）

B 業務改善計画に計上された

関連する経費※２

広告宣伝費、汎用事務機器、事務室の拡大、机・椅子の増設

など

※２：「関連する経費」への助成は生産性向上等に資する設備投資等の額を上回らない範囲に限られます

助成対象

助成金支給までの流れ

交付申請書・事業実施計画などを提出する

・提出先：事業場所在地を管轄する都道府県

労働局 雇用環境・均等部(室)

・締め切り：令和５(2023)年１月31日(火)

申請期限を延長する場合は、別途お知らせします。

予算の範囲内で交付するため、申請期間内に募集を

終了する場合があります。

交付決定後、提出した計画に沿って取り組み

を実施

交付決定前に行った設備投資等は助成対象外です。

支給

審査

労働局に事業実施結果を報告

交付額確定後、労働局に支払い請求を提出

審査

助成額の上限

業務改善助成金についてご不明な点は、下記のコールセンターまでお問い合わせください。

業務改善助成金コールセンター

電話番号：0120- 366 - 440（受付時間 平日 8:30～17:15）

その他詳細は厚生労働省ウェブサイトをご覧ください 業務改善助成金 検 索

お問い合わせ
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503 570 565 557 538 554

4,019 4,560 4,520 4,454 4,300 4,430

527 583 609 600 594 586 567 587

4,212 4,664 4,872 4,800 4,750 4,681 4,530 4,695

553 620 642 632 625 617 600 622

4,420 4,953 5,129 5,053 4,996 4,929 4,800 4,969

576 647 670 660 653 644 628 650

4,607 5,170 5,354 5,275 5,221 5,146 5,020 5,193

594 668 691 681 675 665 649 672

4,751 5,343 5,526 5,447 5,395 5,318 5,188 5,369

609 685 708 699 694 683 667 691

4,867 5,477 5,664 5,584 5,547 5,457 5,330 5,521

623 701 725 715 711 699 683 708

4,977 5,605 5,794 5,717 5,686 5,585 5,462 5,658

635 717 741 731 727 715 699 724

5,080 5,729 5,922 5,848 5,816 5,713 5,590 5,787

650 733 758 748 744 731 715 741

5,190 5,858 6,058 5,984 5,952 5,846 5,720 5,923

662 746 772 762 758 745 728 755

5,282 6,967 6,171 6,096 6,063 5,953 5,824 6,035

667 753 779 769 765 752 735 762

5,329 6,023 6,229 6,152 6,119 6,009 5,878 6,091

672 759 785 776 771 758 741 768

5,372 6,071 6,280 6,202 6,168 6,058 5,929 6,141

676 764 791 781 777 763 746 773

5,408 6,110 6,321 6,243 6,210 6,098 5,967 6,183

14年 677 765 792 782 779 764 747 774

15年 677 766 793 783 780 765 747 775

16年 678 767 795 785 782 767 748 777

17年 682 771 800 789 786 771 751 781

18年 687 775 806 794 791 776 756 786

19年 706 785 819 805 803 788 767 799

20年 723 795 829 814 813 798 775 807

21年 728 800 836 817 817 801 777 809

22年 744 806 846 823 824 808 782 815

23年 748 810 850 827 829 812 788 819

24年 756 817 857 833 836 819 795 827

25年 777 827 867 843 846 829 807 838

26年 798 839 880 855 859 841 819 850

27年 817 852 893 869 872 854 832 865

28年 842 868 915 884 887 869 848 880

29年 868 889 938 902 906 887 ＊868 900

30年 895 ＊895 965 922 928 ＊895 ＊895 922

令和元年 923 ＊923 993 ＊923 951 ＊923 ＊923 ＊923

2年 925 ＊925 995 ＊925 954 　＊925 ＊925 ＊925

3年 953 ＊953 1,023 ＊953 981 　＊953 ＊953 ＊953

4年 984 ＊984 1,023 ＊984 ＊984 ＊984 ＊984 ＊984

令和4年度は10月1日現在　（鉄鋼業と電気機械器具製造業の金額は、今後協議の予定です。）

5年

6年

7年

平成13年度までの下段は日額。14年度から時間額のみ。　　　特定最賃の＊は千葉県最低賃金が適用されます。

10年

11年

12年

13年

9年

8年

一般機械器
具製造業
（略称）

各種商品小
売業

自動車（新
車）小売業

平成元年

千葉県
最低賃金

調味料
製造業

　鉄鋼業
電気機械器
具製造業
（略称）

精密機械器
具製造業
（略称）

地域別

2年

3年

4年

      　　　　　　　　　　　　　　 千葉県の最低賃金の推移         (令和4年10月1日現在） 　　　　　別表

特定最低賃金

（単位円）

年度


